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１．はじめに～出会い 

 いくつかの運命的な出会いも重なって、昨

年から長崎県の離島をたびたび訪問するよう

になりました。ことのはじまりは「対馬は日

本にとって、とても重要な場所です」という

中沢新一先生
１

の一言でしたが、それ以来、

対馬という場所への関心はどんどん膨らんで

いきました。これまで数年にわたり、「永続的

な地域社会づくり」という複雑かつスケール

の大きな研究に取り組んできましたが、その

過程で積み残してきた――確信の持てる答え

を得られなかった――課題がいくつかありま

す。その難題を解く鍵が、対馬にあるような

気がしたのです。そこで昨年の夏、正確には

平成26年７月27日のことになりますが、数人

の仲間と一緒に、対馬という国境の島におり

立ったのです（写真１）。現地では、対馬市し

まづくり戦略本部の前田剛さん、そして福岡

大学経済学部の阿比留正弘教授のはからいも

あって、わたしたちの来島を歓迎する意見交 

換会と懇親会が、島の北部の上
かみ

県
あがた

町
まち

佐
さ

護
ご

にあ

る友谷地区集会所で開催されることになりま

した（次頁写真２・３）。そのおかげで、わず

か２泊３日の対馬滞在であったにもかかわら

ず、対馬市の財部能成市長やＪＡ対馬の桐谷

安博組合長、対馬いづはら病院（現・長崎県

対馬病院）の川上眞寿弘院長をはじめ、対馬

を愛する多くの人々とお会いすることができ

ました。この訪問をきっかけに島の皆様との 
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写真１ 国境の島・対馬（筆者撮影） 
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交流が始まり、気がつけば、対馬市の「しま

づくり」にも積極的に参加することになって

いたのでした。 

 

２．地方創生とまちづくり 

 おりしも昨年は国の政策に「地方創生」が

掲げられ、年末には「まち・ひと・しごと創

生法」が施行されるなど、農山漁村地域にふ

たたび注目が集まるようになった年でもあり

ます。しかし、このような国家プロジェクト

とは一線を画し、わたしたちの活動は、地域

力と人間力を最大限に引き出すことによる農

山漁村の暮らしの再生、すなわち歴史や風土

を重んじながら、そこに暮らす人々が知恵を

出し合い、主体的な行動と協働によって豊か

な未来を創造する、そのような住民本位の等

身大の生活基盤づくりを支援していくことが

目的です。 

 わたしたちが目指すのは、市役所を中心に

ＪＡ、漁協、森林組合などが――たとえば安

心して暮らし続けることのできる「しまづく

り」というような――合目的的な協力関係を

結び、島民の主体的な参加を促しながら、島

民の、島民による、島民のための生活基盤づ

くりという取り組みを具現化していくことで

す。具体的には、島の主要産業である農林漁

業を核とする高次の産業ネットワークを構成

して新たなサービス産業や雇用機会を生みだ

し、そこにＵＪＩターン
２

の受け入れ環境を整備

することで、高齢化リスクを低減しながら経

済の内発的発展を促進していくことや、離島

における地域包括ケア・システムのモデルと

なるような仕組みを住民参加型のオープン・

システムでつくりあげること、さらには自然

環境と調和する新しいエネルギー生産構造へ

と徐々にシフトして、いずれはエネルギーの

地産地消を実現することなどです。すなわち、

それは対馬の自然や風土を大切にしながら、

島民が協力し合って島の内部に共通価値を創

造していくための活動であり、まさしく自然

と人間の協働による永続的な「しまづくり」

の実現なのです。 

写真２ 意見交換会 

写真３ 懇親会 

２ 出身地へと戻るＵターン、出身地の近くのまちに移住するＪターン、出身地以外の地域へと移住するＩターンなど、

地方移住の動きを総称したもの。 
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３．「防人
さきもり

プロジェクト」始動！ 

 わたしたちは、このような対馬の内発的発

展を目指す実践的な共同研究に、「防人プロ

ジェクト」と名付け、今年から本格的な活動

を開始しました。本プロジェクトを推進する

メンバーは、ＪＡ共済総合研究所において

「食・エネルギー・ケアを基盤とする農山漁

村地域の内発的発展モデルに関する研究」に

携わる研究者、上述した中沢新一先生と明治

大学野生の科学研究所のスタッフ、そして川

原尚行先生
３

と国際NGOロシナンテスのスタ

ッフです。じつは最初に対馬を訪れた際の「数

人の仲間」というのは、この中沢先生、川原

先生、そして明治大学野生の科学研究所の野

沢なつみさんでした。さらに、共通の理念を

もち、持続可能な社会の姿を追い求める多く

の実践者や専門家にも、必要に応じて、本プ

ロジェクトの推進に協力していただくことに

しています。また東京大学高齢社会総合研究

機構の哲夫先生には、対馬市が地域包括ケ

ア計画策定のために設置した「対馬における

地域包括ケア・システムのあり方検討委員会」

の顧問にご就任いただき、対馬市の「しまづ

くり」とプロジェクトの活動を、医療・介護

政策とジェロントロジー（老年学）の観点か

ら積極的に支援していただくことになりまし

た。 

 プロジェクトの構成メンバーは多種多様で

すが、それぞれが役割を認識し、個々の判断

で自由に行動し、対馬の人々と協働しながら

計画を進めていきます。基本的にお互いの活

動を拘束したり、制限したりはしません。な

ぜなら、本プロジェクトのメンバーは皆、事

前に大きな方向性を確認し合い、それぞれが

有する理想や思想や信念への信頼をもとに活

動しているからです。もちろん定例会議で今

後の活動計画を話し合ったり、定期的に研究

会を開催して研究報告を行ったり、それぞれ

の進捗状況を共有しながら必要に応じて協力

体制を組んだりはします。しかし基本的には、

対馬で生きる人々に寄り添いながら、各研究

者や実践者が独自の判断で役割を遂行してい

くようなスタイルを選択しています。なぜな

ら「しまづくり」のような複雑系のプロジェ

クトは、オープン・システムの学際的で実践

的な共同研究が望ましいと考えるからです。

いずれにしても、「しまづくり」の主役は島民

なのです。 

 

４．対馬という国境の島 

 対馬は玄界灘に浮かぶ長崎県の離島で、九

州の最北部に位置しています（図１）。気候は、

東シナ海と日本海をつなぐ対馬海流（暖流） 

３ 認定NPO・国際NGOロシナンテス理事長。外科医。九州大学大学院修了後に外務省入省。2002年在スーダン日本

大使館へ医務官兼一等書記官として赴任するも、様々な疑問を感じて2005年１月に外務省を退職。同年４月より単身

スーダンにて医療活動を開始した。詳細は『共済総研レポート』（2014年６月）「人間と農業についてのすこし長いコ

ラム」を参照。 

図１ 対馬の位置 
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の影響を受けて比較的温暖ですが、海洋性気

候のため雨が多く、冬場は大陸からの強い季

節風により寒さが厳しくなります。島の約

89％は山林で、標高200ｍから300ｍほどの

山々が連なり、海岸線までのびています。上

島と下島をつなぐ中央部には日本のリアス式

海岸の名所でもある浅茅
あ そ う

湾
わん

があり、壱岐対馬

国定公園に指定されています。 

 野生生物には、ツシマヤマネコやツシマテ

ン、アキマドボタルなどの大陸系の生物が確

認され、対馬特有の生態系が構成されていま

す（写真４・５）。四方を海に囲まれた離島で、 

 

内陸は険しい山々が連なる地形でもあること

から、島内での人の移動も制限されていたの

か、自然や、伝来した文化の多くが、悠久の

ときをこえて原形のまま保存されています。

その痕跡は食文化にも表れています。たとえ

ば、縄文時代の後期に伝来したとされる「そ

ば」ですが、対馬では品種改良がなされるこ

となく、縄文時代の原種といわれる「対州そ

ば」を味わうことができます（写真６）。また、

いまも蜂
はち

洞
どう

という伝統的な養蜂が島の至ると

ころで確認され、野生のニホンミツバチと共

生する生活が営まれています（写真７）。 

写真６ 対州そば（そば粉、種） 

写真７ 蜂洞 
対馬野生生物保護センター 

写真５ ツシマヤマネコ 

対馬市及び対馬野生生物保護センター 

写真４ 対馬に住む野生生物 
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 対馬は九州本土から約132km、朝鮮半島まで

は約49.5kmという地点にあり、古来、日本と

ユーラシア大陸との中継地として、文化・経

済交流の重要な拠点になってきました。歴史

的な観点では、稲作技術や漢字や仏教、ある

いは青銅器などの大陸文化が流れ込んできた

日本の玄関口であり、今日においても朝鮮半

島との人の往来や文化交流が活発に行われて

います。 

 

５．いにしえの対馬 

 対馬を巡ると多くの神々に出会うことがで

きます。はじめて対馬を訪れたとき、対馬空

港から上県町佐護の友谷地区集会所に向かう 

 

途中、龍宮伝説の残る「和
わ

多
た

都
つ

美
み

神社
じんじゃ

」に立

ち寄りました。浅茅湾の奥の北岸に位置し、

神話にも登場する彦
ひこ

火
ほ

火
ほ

出
で

見
みの

尊
みこと

＝山幸彦と

豊
とよ

玉
たま

姫
ひめの

命
みこと

を祭る海宮で、本殿から海に向か

って５つの鳥居が連なり、そのうち２つは海

中にあって、潮の動きで様々な表情を見せる

神秘的な神社です（写真８・９）。神話では、

兄の海幸彦に借りた釣り針をなくした山幸彦

が、途方に暮れながら釣り針を探す旅に出ま

すが、この場所で海神の娘の豊玉姫と出会い、

ともに暮らしたとされています。境内には磯
いそ

良
ら

といわれる鱗状の磐
いわ

座
くら

を囲む３本足の鳥居

があり（写真10・11）、いにしえの時代、この

場所でなんらかの祭祀の儀式が行われていた 

 

写真９ 海中の鳥居 

写真８ 和多都美神社 写真10 磯良 

写真11 磯良恵比須 
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であろうことがわかります。境内の横から裏

参道を進むと「豊玉姫の墳墓」といわれる磐

座があり、近づくにつれて、そこが神聖な場

所であることを周囲の空気が教えてくれます

（写真12）。 

 初回訪問の最終日には、すこし回り道をし

て、対馬南西端の厳原
いづはら

町
まち

豆
つ

酘
つ

にある天道信仰

の聖地とされる多久頭
た く ず

魂
だま

神社
じんじゃ

に参拝しました

（写真13）。当該神社の北に位置する龍
たて

良
ら

山
さん

南

面の浅
あざ

藻
も

地区には八丁
はっちょう

角
かく

と呼ばれる天道法

師の墓所があり、また北面の山中には、天道

法師の母の墓所とされる裏
うら

八丁
はっちょう

角
かく

がありま

す。まさに龍良山全体が天道信仰の聖地とみ

なされていて、そこは立ち入ることの許され 

ないアジール（聖域）として、古くから「オ

ソロシドコロ」と呼ばれていました。天道法

師にまつわる伝説は、虚
うつろ

船
ぶね

に乗って対馬南部

の豆
つ

酘
つ

郡
ぐん

内
ない

院
いん

村
むら

に漂着した高貴な女性が、太

陽に感精して出産し、それが太陽の子すなわ

ち「お天道様」であったというものです。お

天道様すなわち天道法師は嵐をまとって天空

を飛行することができたので、空を飛んで都

に向かい天皇の病を癒したと伝えられていま

す。また多久頭魂神社には古代神道である

「赤米神事」の習俗が残っていて、豆酘とい

う地区では神事に用いる古代米の赤米が、い

まも神田で栽培されています（写真14・15）。

さらに豆酘では、古代に吉凶を占ったとされる 

 

写真14 赤米神田 

写真15 神田の風景 写真13 多久頭魂神社 

写真12 豊玉姫の墳墓 
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亀
き

卜
ぼく

の習俗なども現代に受け継がれていま

す。 

 悠久のときをこえて語り継がれてきた神話

の世界は、因果連鎖を形成するように島全体

へと張り巡らされていき、島の風土に深く根

をおろしていったのではないかと思います。

いにしえの壮大な物語は島の暮らしの中にと

けこみ、島民の誇りと豊かな精神世界をつく

り出しています。 

 

６．対馬の暮らし 

 では、対馬の社会経済と今後の推移を概観

してみましょう。まずは島の人口動態を見て

みると、平成27年４月末現在の島の人口は男

性が16,041人、女性が16,682人であり、合計

32,723人になります。じつは対馬の人口はす

でに昭和30年代から減少傾向にあり、昭和35

（1960）年の国勢調査では総人口は69,556人

でしたが、それ以降は徐々に減少を続け、現

在に至っています。また対馬も例に漏れず、

今後ますます高齢化が進行していきます。人

口動態の将来推計では、2040年には対馬の総

人口は２万人を下回るものとみられています

が、問題なのは、総人口と生産年齢人口すな

わち15歳から65歳までの人口の減少が類似し

た傾向を示していることです。その一方で、

65歳以上の人口変化は小さく、総人口に占め

る高齢者の割合が相対的に高まっていきます

（図２）。これは高齢化する地域の一般的な構

造変化のようにも見えますが、すこし進行が

速いのです。このような人口変動の要因には

いくつかの理由が考えられますが、とりわけ

産業が衰退していく地域に特有の現象である

ともいえます。対馬市の合計特殊出生率は、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

厚生労働省が公開する「平成20年～平成24年

人口動態保健所・市区町村別統計」によると

2.18で、全国的にも出生率の高い市区町村ラ

ンキングの第５位に入っています。人口を維

持するために必要な2.0という数値を上回っ

ているにもかかわらず、なおも人口が減少し

ていく背景には、算出の基礎となる母数すな

わち出産年齢にある男女の人数が減っている

ことだけではなく、人口の社会減
４

に歯止め

がかからなくなっていることが予想されま

す。これは対馬市にとっても頭の痛い問題で

しょう。 

 

 対馬の場合は自然資源が豊富であることに

加え、かなり以前から人口規模も縮小傾向に

あったことなどから、生活に必要な、人間が

生きていくために必要な物資を内部調達でき

る環境が維持されてきたものと思われます。

島の暮らしのなかには文化としての贈与経済

や交換経済がいまもなお脈々と息づいていま

すから、都市生活とは異なり、生きていくこ

４ 人口の自然増減は「出生数－死亡数」によって算出するが、社会増減は「転入数－転出数」により算出される。対

馬の人口は、この社会減の影響を強く受けているものと思われる。 

国立社会保障・人口問題研究所：『日本の地域別将来推計人口』 

（平成25（2013）年３月推計） 

図２ 対馬市の人口［将来推計］ 
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とへの先の見えない不安のようなものを感じ

ている人は、たしかに少ないのかもしれませ

ん。したがって高齢者にとっても暮らしやす

い環境が整っています。しかしながら、対馬

においては、じつは人口減少よりも高齢化の

ほうが深刻な問題を引き起こす可能性が高い

と考えられます。互助や共助もまずは自助を

基本としますが、人間は加齢とともに自立度

も低下してくるため、都市部のように核家族

化が進行した社会では、老いはリスクになり

ます。そのため対馬は、農山漁村型の人口減

少対策と都市型の高齢化対策をミックスした、

多角的かつ統合的な政策が求められる、とて

も稀有な地域であるともいえるのでしょう。 

 そこで対馬の産業構造の変化を経時的にみ

てみると、少ないながらも第二次産業が安定

した推移をたどっている一方、第一次産業の

減少と第三次産業の増加が顕著で、数字の上

ではまるで都市部のような構造変化を示して

いることがわかります。しかし、いまでも対

馬は他の地域と比べて第一次産業の占める割

合が相対的に大きく、したがって第一次産業

が島の主要産業であることに変わりはありま

せん。じつは、実際に対馬を訪問して気づい

たことがあります。対馬の人々は――意識的

にか無意識的にか――第一次産業を中心に環

を描くような高次元産業化の可能性を模索し

はじめているのではないか、ということを、

島内で出会った多くの人々との意見交換の場

で感じたのです。それは、かならずしも第六

次産業の定義に囚われるものでもないので

す。もし、それが確かであるならば、その選

択は正しいと思います。高齢化にともなって、

今後は医療、介護、高齢者福祉とその関連サ

ービスへのニーズが高まってくることが予想

されますから、まさに第一次産業を中心核と

して、食、自然エネルギー、そしてケアをパ

ッケージ化した新たな産業の環（「生きる力」

を育む新たな産業連関）をつくり出し、高齢

になっても、障害を抱えていても、生きがい

を持って働くことのできる場を創造していく

ことが、対馬における「しまづくり」のひと

つのテーマになるのだろうと思うからです。

そして、人口の社会減に歯止めをかけるため

には若い世代の働く場も必要です。とりわけ

子育て世代が島内に定住し、安心して暮らし

ていくためには、医療や教育などに充てる現

金収入が、どうしても必要になります。その

ためには外部から安定的におカネを引き込

み、島内を還流させる仕組みが必要になるの

でしょう。行政の知恵と民間の知恵を出し合

って、オール対馬で「しまづくり」に取り組

むための機会が、すでに到来しているのだろ

うと思います。 

 

７．おわりに 

～パラダイム転換への道筋 

 対馬における「しまづくり」戦略の先には

未知の可能性が潜んでいます。グローバル資

本主義のリスクが顕在化しはじめた時代に、

世界で最も早く超高齢人口減少社会を迎える

ことになった日本では、多くの産業がソーシ

ャル・ビジネス化していく必要があるのだろ

うと考えてきました。本格的な高齢社会が到

来すれば、人々の行動範囲や経済活動は少な

からず縮小していくことになります。加齢と

ともに身体は虚弱になりますし、多くの人は

収入も減ります。疑いなく、消費に追いまく

られる経済とは異なる視点からのアプローチ

が必要になってきます。それは市場経済の成

長ではなく、生活の内実を豊かにするための

改革なのだろうと思うのです。 
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 そのためにも対馬では、島内の特定の地域

ごとに、継ぎ目なく連結された社会性を帯び

た産業のネットワーク、すなわちインテグレ

ーテッド・ソーシャルビジネス・ネットワー

ク（ISN）（図３）が構成され、地域におカネ

が内部還流する仕組みをつくり出すことが必

要なのだろうと思うのです。お互いに切磋琢

磨し、競争はするけれども、競争相手の発展

と成功も願い、支え合っていけるような、協

同の意識に包摂されたネットワークです。そ

もそも仕事は人間の能力を開花させるための

場であり、他者の存在や役割を尊重し、協働

の喜びを知り、その結果として、生活に必要

な財やサービスをつくり出すことにありま

す。したがって仕事は、余暇の犠牲を賃金で

償うような、機械的な作業ではありません。

労働という言葉にこびりついた「苦労と困難」

というイメージを「喜びと楽しみ」に代えて

いく、そのような時代を、わたしたちは作り

上げていく必要があります。地域社会という

複雑なネットワークに飛び込んで、ともに生

きる人々のために、そして地域のために、生

活の内実を豊かにするために働く、という活

動そのものが、高齢社会における新しい生き

方になるのではないかと思うのです。対馬の

「しまづくり」には、このようなパラダイム

転換への道筋が、ぼんやりと映しだされてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ インテグレーテッド・ソーシャルビジネス・ネットワーク（ISN） 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /DFGyoSho-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W7-WIN-RKSJ-H
    /FGGyoshoLC-M
    /FGHeiseiKakuGothic-W3
    /FGHeiseiKakuGothic-W5
    /FGHeiseiKakuGothic-W7
    /FGHeiseiKakuGothic-W9
    /FGHeiseiMincho-W3
    /FGHeiseiMincho-W5
    /FGHeiseiMincho-W7
    /FGHeiseiMincho-W9
    /FGKyokashoNT-M
    /FGMaruGothicCa-B
    /FGMaruGothicCa-L
    /FGPGyoshoLC-M
    /FGPHeiseiKakuGothic-W3
    /FGPHeiseiKakuGothic-W5
    /FGPHeiseiKakuGothic-W7
    /FGPHeiseiKakuGothic-W9
    /FGPHeiseiMincho-W3
    /FGPHeiseiMincho-W5
    /FGPHeiseiMincho-W7
    /FGPHeiseiMincho-W9
    /FGPKyokashoNT-M
    /FGPMaruGothicCa-B
    /FGPMaruGothicCa-L
    /HGGothicEPRO
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /PDFX1a:2001
  ]
  /PDFX1aCheck true
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly true
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <>
    /CHT <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF che devono essere conformi o verificati in base a PDF/X-1a:2001, uno standard ISO per lo scambio di contenuto grafico. Per ulteriori informazioni sulla creazione di documenti PDF compatibili con PDF/X-1a, consultare la Guida dell'utente di Acrobat. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 4.0 e versioni successive.)
    /KOR <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die moeten worden gecontroleerd of moeten voldoen aan PDF/X-1a:2001, een ISO-standaard voor het uitwisselen van grafische gegevens. Raadpleeg de gebruikershandleiding van Acrobat voor meer informatie over het maken van PDF-documenten die compatibel zijn met PDF/X-1a. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 4.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents that are to be checked or must conform to PDF/X-1a:2001, an ISO standard for graphic content exchange.  For more information on creating PDF/X-1a compliant PDF documents, please refer to the Acrobat User Guide.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 4.0 and later.)
    /JPN <FEFF77f35c7153705237300000580050002000430054005075280020005600650072002e00200031002e0030003630005143306f0020005000440046002f0058002d00310061000d30c030a630f330b530f330d730eb309230aa30d5000d57cb30818fbc307f79816b62306e30d530a930f330c8306f57cb30818fbc307e306a3044000d004400467cfb004400480050003430d530a930f330c8300157cb30818fbc307f79816b62000d00500044004630d530a130a430eb5185306b8a2d5b9a30924fdd5b583059308b>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.000 842.000]
>> setpagedevice


